
野菜生産費
（１）野菜生産費と収益性（１０ａ当たり）

統計表名 ：１０ａ当たり野菜生産費と収益性 全国
ファイル名：ＹＳＥＩ０１ 都道府県別

NO 項 目 単位 カラム名 表 頭 名 属性 桁 小数

1 年次コード YEARC ＹＣ INT 4
2 年 次 YEAR 年次 CHA 10
3 地域１コード AREA1C Ａ１Ｃ INT 2
4 地域１ AREA1 地域１ CHA 12
5 表側コード H3 Ｈ３ CHA 3
6 表側名 SOKU1 表側名 CHA 20
生産費

7 物財費 円 D01 物財費 INT 9
8 種苗費 〃 D02 種苗費 INT 9
9 うち自給 〃 D03 自給種苗費 INT 9
10 肥料費 〃 D04 肥料費 INT 9
11 うち自給 〃 D05 自給肥料費 INT 9
12 農業薬剤費 〃 D06 農業薬剤費 INT 9
13 光熱動力費 〃 D07 光熱動力費 INT 9
14 うち自給 〃 D08 自給光熱動力費 INT 9
15 その他の諸材料費 〃 D09 その他の諸材料費 INT 9
16 うち自給 〃 D10 自給その他諸材料 INT 9
17 土地改良及び水利費 〃 D11 土地改良及水利費 INT 9
18 賃借料及び料金 〃 D12 賃借料及料金 INT 9
19 物件税及び公課諸負担 〃 D13 物件税及公課負担 INT 9
20 建物費 〃 D14 建物費 INT 9
21 償却費 〃 D15 建物償却費 INT 9
22 修繕費及び購入補充費 〃 D16 建物修繕費 INT 9
23 うち自給 〃 D17 建物修繕費自給 INT 9
24 園芸施設費 〃 D18 園芸施設費 INT 9
25 償却費 〃 D19 園芸施設償却費 INT 9
26 修繕費及び購入補充費 〃 D20 施設修繕補充費 INT 9
27 うち自給 〃 D21 施設修繕等費自給 INT 9
28 農機具費 〃 D22 農機具費 INT 9
29 償却費 〃 D23 農機具償却費 INT 9
30 修繕費及び購入補充費 〃 D24 農機具修繕補充費 INT 9
31 うち自給 〃 D25 農具修繕等費自給 INT 9
32 生産管理費 〃 D26 生産管理費 INT 9
33 償却費 〃 D27 生産管理費償却 INT 9
34 購入（支払） 〃 D28 生産管理費購入 INT 9
35 労働費 〃 D29 労働費 INT 9
36 家族（自給） 〃 D30 家族労働費 INT 9
37 雇用（支払） 〃 D31 雇用労働費 INT 9
38 費用合計 〃 D32 費用合計 INT 9
39 購入（支払） 〃 D33 購入費用合計 INT 9
40 自給 〃 D34 自給費用合計 INT 9
41 償却 〃 D35 償却費用合計 INT 9
42 副産物価額 〃 D36 副産物価額 INT 9



（１）野菜生産費と収益性（１０ａ当たり （つづき））

統計表名 ：１０ａ当たり野菜生産費と収益性 全国
ファイル名：ＹＳＥＩ０１ 都道府県別

NO 項 目 単位 カラム名 表 頭 名 属性 桁 小数

43 生産費（副産物価額差引） 〃 D37 生産費 INT 9
44 支払利子 〃 D38 支払利子 INT 9
45 支払地代 〃 D39 支払地代 INT 9
46 支払利子・地代算入生産費 〃 D40 利子等算入生産費 INT 9
47 自己資本利子 〃 D41 自己資本利子 INT 9
48 自作地地代 〃 D42 自作地地代 INT 9
49 資本利子・地代全額算入 〃 D43 全算入生産費 INT 9
生産費
生産量と収益性等

50 主産物数量（㎏） ㎏ D44 主産物数量 INT 9
51 主産物価額 円 D45 主産物価額 INT 9
52 粗収益 〃 D46 粗収益 INT 9
53 所得 〃 D47 所得 INT 9
54 １日当たり所得 〃 D48 １日当たり所得 INT 9
55 家族労働報酬 〃 D49 家族労働報酬 INT 9
56 １日当たり家族労働報酬 〃 D50 １日家族労働報酬 INT 9
57 一戸当たり調査野菜 ａ D51 一戸当り作付面積 DEC 9 1

作付面積（ａ）

510

＊：平成２年度以前のＤ１１は 「水利費」のデータである。、
Ｄ１３は、平成３年からのデータである。
平成２年以前のＤ１４～Ｄ１７は 「建物及び土地改良設備費」のデータである。、
Ｄ２６～Ｄ２８は、平成３年からのデータである。
Ｄ３８～Ｄ４２，Ｄ５１は、平成３年からのデータである。
平成３年以前のＤ１６は 「修繕費」のデータである。、



（２）野菜生産費（１００㎏当たり）

統計表名 ：１００㎏当たり野菜生産費 全国
ファイル名：ＹＳＥＩ０２ 都道府県別

NO 項 目 単位 カラム名 表 頭 名 属性 桁 小数

1 年次コード YEARC ＹＣ INT 4
2 年 次 YEAR 年次 CHA 10
3 地域１コード AREA1C Ａ１Ｃ INT 2
4 地域１ AREA1 地域１ CHA 12
5 表側コード H3 Ｈ３ CHA 3
6 表側名 SOKU1 表側名 CHA 20
生産費

7 物財費 円 D01 物財費 INT 9
8 種苗費 〃 D02 種苗費 INT 9
9 うち自給 〃 D03 自給種苗費 INT 9
10 肥料費 〃 D04 肥料費 INT 9
11 うち自給 〃 D05 自給肥料費 INT 9
12 農業薬剤費 〃 D06 農業薬剤費 INT 9
13 光熱動力費 〃 D07 光熱動力費 INT 9
14 うち自給 〃 D08 自給光熱動力費 INT 9
15 その他の諸材料費 〃 D09 その他の諸材料費 INT 9
16 うち自給 〃 D10 自給その他諸材料 INT 9
17 土地改良及び水利費 〃 D11 土地改良及水利費 INT 9
18 賃借料及び料金 〃 D12 賃借料及料金 INT 9
19 物件税及び公課諸負担 〃 D13 物件税及公課負担 INT 9
20 建物費 〃 D14 建物費 INT 9
21 償却費 〃 D15 建物償却費 INT 9
22 修繕費及び購入補充費 〃 D16 建物修繕費 INT 9
23 うち自給 〃 D17 建物修繕費自給 INT 9
24 園芸施設費 〃 D18 園芸施設費 INT 9
25 償却費 〃 D19 園芸施設償却費 INT 9
26 修繕費及び購入補充費 〃 D20 施設修繕補充費 INT 9
27 うち自給 〃 D21 施設修繕等費自給 INT 9
28 農機具費 〃 D22 農機具費 INT 9
29 償却費 〃 D23 農機具償却費 INT 9
30 修繕費及び購入補充費 〃 D24 農機具修繕補充費 INT 9
31 うち自給 〃 D25 農具修繕等費自給 INT 9
32 生産管理費 〃 D26 生産管理費 INT 9
33 償却費 〃 D27 生産管理費償却 INT 9
34 購入（支払） 〃 D28 生産管理費購入 INT 9
35 労働費 〃 D29 労働費 INT 9
36 家族（自給） 〃 D30 家族労働費 INT 9
37 雇用（支払） 〃 D31 雇用労働費 INT 9
38 費用合計 〃 D32 費用合計 INT 9
39 購入（支払） 〃 D33 購入費用合計 INT 9
40 自給 〃 D34 自給費用合計 INT 9
41 償却 〃 D35 償却費用合計 INT 9
42 副産物価額 〃 D36 副産物価額 INT 9



（２）野菜生産費（１００㎏当たり （つづき））

統計表名 ：１００㎏当たり野菜生産費 全国
ファイル名：ＹＳＥＩ０２ 都道府県別

NO 項 目 単位 カラム名 表 頭 名 属性 桁 小数

43 生産費（副産物価額差引） 〃 D37 生産費 INT 9
44 支払利子 〃 D38 支払利子 INT 9
45 支払地代 〃 D39 支払地代 INT 9
46 支払利子・地代算入生産費 〃 D40 利子等算入生産費 INT 9
47 自己資本利子 〃 D41 自己資本利子 INT 9
48 自作地地代 〃 D42 自作地地代 INT 9
49 資本利子・地代全額算入 〃 D43 全算入生産費 INT 9
生産費

50 主産物価格(100㎏当たり) 〃 D44 主産物価格 INT 9
51 労働時間(100㎏当 時間) 時間 D45 労働時間 DEC 9 1たり
52 家族 〃 D46 家族労働時間 DEC 9 1
53 雇用 〃 D47 雇用労働時間 DEC 9 1

474

＊：平成２年度以前のＤ１１は 「水利費」のデータである。、
Ｄ１３は、平成３年からのデータである。
平成２年以前のＤ１４～Ｄ１７は 「建物及び土地改良設備費」のデータである。、
Ｄ２６～Ｄ２８は、平成３年からのデータである。
Ｄ３８～Ｄ４２は、平成３年からのデータである。
平成３年以前のＤ１６は 「修繕費」のデータである。、



表側コード

Ｈ３ 表 側 名

きゅうり
きゅうり・冬どり（ハウス促成） 010 胡瓜冬ハウス促成
きゅうり・春どり（ハウス半促成）
加温栽培 020 胡瓜春半促成加温
無加温栽培 030 胡瓜春半促成無加温

きゅうり・冬春どり（ハウス加温） H2 031 胡瓜冬春ハウス加温
きゅうり・冬春どり（ハウス無加温） H2 032 胡瓜冬春ハウス無加温
きゅうり・夏秋どり（露地） H2 033 胡瓜夏秋露地
きゅうり・夏秋どり（ハウス無加温） H2 034 胡瓜夏秋ハウス無加温
きゅうり・夏どり（露地） 040 胡瓜夏露地
きゅうり・夏どり（トンネル） 050 胡瓜夏トンネル
きゅうり・秋どり（露地） 060 胡瓜秋露地
きゅうり・秋どり（ハウス抑制） 070 胡瓜秋ハウス抑制
トマト
トマト・冬どり（ハウス促成） 080 トマト冬ハウス促成
トマト・冬どり（温室促成） 090 トマト冬温室促成
トマト・春どり（ハウス半促成（加温栽培 ） 100 トマト春半促成加温）
トマト・夏秋どり（露地） 110 トマト夏秋露地
トマト・夏秋どり（ハウス抑制） 120 トマト夏秋ハウス抑制
トマト・冬春どり（ハウス加温） H2 121 トマト冬春ハウス加温
トマト・冬春どり（温室加温） H2 122 トマト冬春温室加温
トマト・夏秋どり（ハウス無加温） H2 123 トマト夏秋ハウス無温
なす
なす・冬どり（ハウス促成） 130 なす冬ハウス促成
なす・春どり（ハウス半促成（加温栽培 ） 140 なす春半促成加温）
なす・夏秋どり（露地） 150 なす夏秋露地
なす・夏秋どり（トンネル） 90 なす夏秋トンネル
なす・冬春どり（ハウス加温） H2 91 なす冬春ハウス加温
ピーマン
ピーマン・冬どり（ハウス促成） 170 ピーマン冬ハウス促成
ピーマン・冬春どり（ハウス加温） H2 171 ピーマン冬春ハ加温
ピーマン・夏秋どり（ハウス無加温） H2 172 ピーマン夏秋ハ無加温
ピーマン・夏秋どり（露地） 180 ピーマン夏秋露地
ピーマン・夏秋どり（ハウス抑制） 190 ピーマン夏秋ハウス抑
キャベツ
キャベツ・春どり 200 キャベツ春
キャベツ・夏どり 210 キャベツ夏
キャベツ・秋どり 220 キャベツ秋
キャベツ・夏秋どり H2 221 キャベツ夏秋
キャベツ・冬どり 230 キャベツ冬
はくさい
はくさい・春どり H2 235 はくさい春
はくさい・夏どり 240 はくさい夏
はくさい・秋どり 250 はくさい秋
はくさい・冬どり 260 はくさい冬
はくさい・秋冬どり H2 265 はくさい秋冬
ねぎ
ねぎ・春夏どり 270 ねぎ春夏
ねぎ・夏どり H2 271 ねぎ夏



ねぎ・秋冬どり 280 ねぎ秋冬

表側コード（つづき）

Ｈ３ 表 側 名

レタス
レタス・春どり 290 レタス春
レタス・春どり（露地） H2 291 レタス春露地
レタス・春どり（トンネル） H2 292 レタス春トンネル
レタス・夏秋どり 300 レタス夏秋
レタス・冬どり（露地） 310 レタス冬露地
レタス・冬どり（トンネル） 320 レタス冬トンネル
たまねぎ
たまねぎ・北海道産 330 たまねぎ北海道産
たまねぎ・都府県産 340 たまねぎ都府県産
だいこん
だいこん・春どり（トンネル） 350 だいこん春トンネル
だいこん・春どり（ハウス） 360 だいこん春ハウス
だいこん・春どり（トンネル・ハウス） H2 361 だいこん春トン・ハウ
だいこん・夏どり 370 だいこん夏
だいこん・秋どり 380 だいこん秋
だいこん・冬どり 390 だいこん冬
だいこん・秋冬どり H2 391 だいこん秋冬
にんじん
にんじん・春夏どり 400 にんじん春夏
にんじん・夏秋どり 410 にんじん夏秋
にんじん・秋冬どり 420 にんじん秋冬
にんじん・秋どり H2 421 にんじん秋
にんじん・冬どり H2 422 にんじん冬
さといも
さといも・夏秋どり 430 さといも夏秋
さといも・秋冬どり 440 さといも秋冬
ほうれんそう
ほうれんそう・秋冬どり 450 ほうれんそう秋冬
ほうれんそう・冬春どり H2 451 ほうれんそう冬春
いちご
いちご H4 459 いちご
いちご・冬春どり（ハウス促成） 460 いちご冬春ハウス促成
いちご・冬春どり（ハウス半促成） 470 いちご冬春ハウス半促
いちご・冬春どり（ハウス） H2 471 いちご冬春ハウス
いちご・春どり（トンネル半促成） 480 いちご春トンネル半促
すいか
すいか・夏どり（トンネル半促成） 490 すいか夏トンネル半促
ばれいしょ
ばれいしょ・夏秋どり 500 ばれいしょ夏秋



表側コード（つづき）

Ｈ３ 表 側 名

露地メロン
露地メロン・春どり（ハウス半促成） 510 露地メロン春ハウス半
メロン
露地メロン・春どり H2 511 露地メロン春どり
メロン H4 512 メロン
ごぼう
ごぼう・秋冬どり 520 ごぼう秋冬
れんこん
れんこん 530 れんこん
かぼちゃ
かぼちゃ H2 535 かぼちゃ
かぼちゃ（露地） 540 かぼちゃ露地
かぼちゃ（トンネル早熟） 550 かぼちゃトンネル早熟
未成熟とうもろこし
未成熟とうもろこし H3 560 未成熟とうもろこし

H2印は、平成２年度より変更及び追加になった表側である。
H3印は、平成３年度より追加になった表側である。
H4印は、平成４年度より追加になった表側である。


